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こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら

特 集

年次総会とエファシンポジウム2024のお知らせ

会　場
JICA地球ひろば　600号会議室
東京都新宿区市谷本村町10-5（JICA市ヶ谷ビル内）

日　時
2024年6月15日（土）

年次総会 13：00～14：30
エファシンポジウム2024「アクセシブルな社会へ」 15：00～16：30

【出版書籍情報】
https://store.voyager.co.jp/special/edod_accessible
「アクセシブルブック　はじめのいっぽ　～見る本、聞く本、触
る本～」
著者：宮田和樹　馬場千枝　萬谷ひとみ
出版社名 ボイジャー
出版年月 2024年4月予定
電子版：1,100円(税込・予定)　印刷版：1,980円(税込・予定)

2024年6月15日（土）に、年次総
会を開催します。また、総会の後に
はシンポジウムを行う予定です。
会員の皆さまには後日、お知らせ
をお送りさせていただきますが、ぜ
ひ日程を空けていただけると幸い
です。オンラインでもご参加いた
だけます。

シンポジウムは、読書バリアフリー
の下、このたび出版される、注目の
アクセシブルブックや電子書籍の可
能性を詳しく解説した「アクセシブ
ルブック　はじめのいっぽ　～見
る本、聞く本、触る本～」の執筆者
の皆さん、同書で取材を受けた皆さ
んをお招きしたトークイベントです。
エファの取り組みも掲載されます。
シンポジウムの後には、JICA地球
ひろば内のカフェにて出版記念
パーティーを開催します。17:00～
18:30、参加費は3,000円を予定
しています。

エファのウェブサイトにて最新の情報をお知らせしています。
どうぞご確認ください。 https://www.efa-japan.org/
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こ
れ
ま
で・こ
れ
か
ら

2024年エファは設立より20年目を迎えます。これまでお支え
いただいた多くの皆さまに感謝の念を禁じえません。今号のえん
ぱわでは20年間の事業を振り返りながら、これからの未来に向け
たエファの思いをお伝えします。

今号の表紙
昨年、クラスで1番の成績を収めた知的障害者のポリーさん。「やれば
できる」と自信が生まれ、未来への希望につながっています。
（目次頁写真　ラオスでの移動図書館活動）

03 エファジャパン設立　

20年の歩み　2004年～2013年

20年の歩み　2014年～2023年

真に包摂した教育や社会とは何かを学び、行動する09

11 サバイディー（ラオ語で「こんにちは」）

07

05

アジアまちかどライブラリー
―カンボジア―

―アジア子どもの家プロジェクトからエファジャパン設立へ―

12

アジアまちかどライブラリー
―ラオス―

13

Vol.72 CONTENTS

14 ムペアック（クメール語で「仲間」）

12



エファジャパン設立

ア
ジ
ア
子
ど
も
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
設
立
へ

1
9
9
4
年
2
月
、
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
自
治
労
）
は
結
成
40

周
年
を
記
念
す
る
国
際
協
力
事
業
と
し
て
「
ア
ジ
ア
子
ど
も
の
家
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
り
組
み
を
決
定
。
資
金
援
助
や
箱
も
の
援
助
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

「
一
般
組
合
員
の
直
接
参
加
」
に
よ
る
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
課
題
に
対
す
る

継
続
的
な
協
力
活
動
の
展
開
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

日
本
の
N
G
O
や
各
国
の
政
府
機
関
・
地
方
機
関
と
の
提
携
協
力
の
も

と
、
3
カ
国
で
子
ど
も
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
ま
し
た
。

ベトナム子どもの家刺繍訓練教室２

1995年8月
ハイフォン市
総床面積30,294㎡
（コンクリート3階建て）

子どもの家
開 所
所 在 地
建物の概要

虐待児童、児童労働を課せられている子どもなど、困難な状況に
ある児童に対して、衣食住の提供、初等教育、職業訓練、仕事の紹
介などを行い、児童が保護者・地域とともに安定して生活ができる
ための基盤を整える。

事 業 目 的

1996年7月
首都ビエンチャン都
総床面積1,053㎡（コンクリート2階建て）

ラオスの経済と社会の、現在と将来のた
め、子どもの権利を守るための人材育成
の一環として、子どもの文化と教育活動
を実施

子ども文化センター
開 所
所 在 地
建物の概要

事 業 目 的

子どもの家
1997年5月
首都プノンペン市
総床面積149,599㎡（コンクリート2階建て、一部平屋建て）

開 所
所 在 地
建物の概要

カンボジアの幼児教育の質的な向上と地方への波及効果の促進のため、モ
デル幼稚園の運営と児童館活動を実施

事 業 目 的

ア
ジ
ア
子
ど
も
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
2
0
0
3
年
3
月
を
も
っ
て
支
援
を
終

了
し
ま
し
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
約
8
年
間
で
1
、

0
6
7
人
も
の
自
治
労
組
合
員
が
現
場
を
訪
問
し
、交
流
、研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

2
0
0
4
年
10
月
、子
ど
も
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
を
受
け
継
ぎ
、平
和・

人
権・開
発・環
境
な
ど
の
地
球
的
規
模
の
諸
課
題
に
対
し
て
、市
民
が
主
体
的
か

つ
直
接
参
加
で
き
る
活
動
を
実
施
し
、地
球
社
会
の
課
題
の
解
決
と
公
正
な
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

カンボジア

ラオス

ベトナム
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20年の歩み　2004年～2013年

　エ
フ
ァ
が
支
援
者
の
皆
さ
ん
、そ
し
て
ラ
オ
ス
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
の
子
ど
も
た
ち
、先
生
、保
護
者
の
皆
さ
ん

と
歩
ん
だ
20
年
の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
　「あ
の
頃
」に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

2004年
10月12日　エファジャパン設立。イーデス・ハンソンさん（現・顧
問）が初代の理事長を務めました

2005年
【カンボジア】国立幼稚園教員養成学校付属幼稚園児への奨学金
事業を実施
特定非営利活動法人認証

2006年
【ベトナム】「子どもの家」の近くにある「ホンパン愛の家」（児童保護
施設）の生活状況改善支援実施
【ラオス】ビエンチャン都立図書館・多目的ホール完成

2007年
【ラオス】カムワン県とシェンクワン県の子ども文化センター支援
【カンボジア】スラムの子どもたちのための寺子屋教室支援開始

2008年
【ベトナム】ハイフォン市児童福祉関係職員研修実施
【ラオス】滋賀県でラオス国立大学図書館長招聘研修
【ラオス】44か所にコミュニティ図書館・図書室設置

2009年
【ベトナム】ハイフォン市の要請を受け障害児に関する調査実施
【ラオス】セコン県子ども文化センター設立支援

2010年
【ラオス】ノンセンチャン村小学校図書館、タトーン村小学校図書館建設

「
僕
は
毎
日
図
書
館
に
来
て
ま

す
。先
生
が
図
書
館
の
鍵
を
開
け

た
瞬
間
に
、図
書
館
に
飛
び
込
む

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。絵
本
の
色

と
り
ど
り
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
る

た
び
に
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

時
々
、本
を
借
り
て
、週
末
は
本

を
読
ん
で
過
ご
し
ま
す
。本
を
読

ん
で
い
る
人
と
、読
ん
で
い
な
い

人
で
は
、知
っ
て
い
る
こ
と
の
量

が
全
然
違
い
ま
す
。僕
は
た
く
さ

ん
本
を
読
ん
で
、よ
い
こ
と
を
学

ん
で
い
き
た
い
で
す
」

ソ
ク
ニ
ラ
ン・ア
カ
ヴ
ォ
ン
グ
さ

ん（
小
学
校
5
年
生
、10
歳
）

2
0
1
1
年 

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
紛
争

に
よ
り
公
教
育
が
遅
れ
て
い
る

地
域
で
の
寺
子
屋
教
室
を
支
援

2
0
1
0
年 

ラ
オ
ス
・
タ
ト
ー

ン
村
小
学
校
図
書
館
建
設

「
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
州
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
中
で
も
内
戦
が
最
後
ま

で
続
い
た
辺
境
地
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
な
い

状
況
下
に
お
い
て
も
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
教
育
こ
そ
が
、
貧
困

を
脱
却
し
、
地
域
の
未
来
を
切

り
ひ
ら
く
た
め
の
重
要
な
鍵
だ

と
信
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
支
援
は
、
辺
境
地
で
暮
ら
す

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な

励
ま
し
と
な
っ
て
い
ま
す
」

イ
ム
・
ソ
カ
リ
ー
さ
ん

　

S
C
A
D
P
代
表
　

【カンボジア】カンボジアとタイとの国境で起きた武力衝突で避難を余儀なくさ
れた子どもの保護活動を支援

2011年
【ラオス】ラオス図書館協会の運営能力強化支援を開始
【カンボジア】紛争により公教育が遅れている地域での寺子屋教室を支援

2012年
【日本】古本リサイクル募金開始
【ベトナム】ベトナム子どもの家が、児童ソーシャルワークセンター（児童福祉事務所）に改編

2013年
【ラオス】カムワン県の少数民族学校に文房具などの教材を寄贈
【ラオス】ドングワイ村小学校図書館建設
【カンボジア】プノンペン市とプレアビヒア州の児童保護施設の日用品等の支援開始

エピソード・現地からの声

2007年【カンボジア】スラムの子どもたちのための寺子屋教室支援開始
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20年の歩み　2014年～2023年

前
頁
の
特
集
に
続
い
て
、2
0
1
4
年
か
ら
2
0
2
3
年
ま
で
の
主
な
活
動
と
、現
在
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

2014年
【ベトナム】
ハイフォン市障害児支援開始
【カンボジア】
カンダール州就学前教育事業を支援

2015年
【ラオス】ナーハンケー村小学校建設
【ラオス】サンパンナ村小学校図書館建設

2016年
【国内】認定NPO法人認定
【ベトナム】ハイフォン市タイフン村に障害児クラブの設置
【ラオス】ビエンチャン都立図書館10周年式典

2017年
【ラオス】フアパン県の14の学校に図書室を設置
【カンボジア】小学校3年生まで受け入れていた寺子屋教室で5年生まで
の受け入れを開始

2018年
【ラオス】
ビエンチャン都立図書館で利用者を
増やすための広報パンフレット制作支援
【カンボジア】
カンダール州で学童保育園の運営支援

2019年
【ラオス】県立図書館に図書管理システム（PMBシステム）導入支援を開始
【カンボジア】プレアビヒア州イエン村の寺子屋教室修了生に奨学金の支給
を開始

2020年
【国内】新ビジョン・ミッション・バリューを策定
【ラオス】ビエンチャン都サントン郡にある4校の小学校に図書室を整備

2021年
【ラオス】新型コロナウイルス感染症の影響で４月から翌年2月まで学校閉鎖

アジア子どもの家奨学金基金
毎年、経済的に困難な状況にある子どもたち約70
人に奨学金を提供しています。

国立幼稚園教員養成校奨学金
幼稚園教諭を目指す学生へ奨学金を提供してい
ます。

プレアビヒア児童保護施設
22人の子どもたちに対し制服と文房具を寄贈し
ています。

国境地域の寺子屋教室支援
5か所の寺子屋教室に通う子どもたちへ文房具を
配布しています。

プレアビヒア奨学金基金
経済的な事情から学校に通えなかった、成績優秀
な子どもたち3人に奨学金を提供しています。

農村部の障害児のライフスキル向上プロジェクト
36人の障害児が放課後に学べるチルドレン・スタ
ディ・クラブを運営しています。また行政、教員、保
護者に向けた障害者の権利などを学ぶ研修会を
開催しています。

【ラオス】障害児を対象とした新規事業調査実施
【カンボジア】新規事業「農村部の障害児のライフスキル向上プロジェクト」がス
タート

2022年
【ラオス】新規事業「思考とスキル向上のための読書推進プロジェクト」がスタート
【カンボジア】協働で事業を実施しているSCADPが2024年度での解散を決定

2023年
エファは、その時のニーズにより事業を実施してまいりました。終了した事業も
ありますが、その経験を活かしながら新しい事業を行っています。

ベトナム

ビエンチャン都立図書館運営管理支援
平日9時～18時、土曜日9時～12時の開館時間延長に
伴う時間外手当や図書購入費の支援をしています。

学校図書館・図書室の支援
3校の小学校図書館建設整備。4校の図書室への図書
や備品の配布、図書館担当教員の育成を行っています。

図書管理システム導入
ラオス県立図書館へ図書管理システムの導入を行っ
ています。現在5館に導入しました。今年度はルアン
パバーン県立図書館への導入を進めます。

思考とスキル向上のための読書推進プロジェクト
パサイ小学校（全校生徒75人中、障害児21人）とサパン
トング・ヌー小学校（全校生徒74人中、障害児29人）の2
校を対象に図書室運営、移動図書館を行っています。

ラオス

カンボジア

2014年【ベトナム】
ハイフォン市　障害児クラブ設置式

2018年【カンボジア】
カンダール州　学童保育園運営支援

2023年【ラオス】  フェイトム村小学校図書室

現在実施している事業・2024年～
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真
に
包
摂
し
た
教
育
や
社
会
と
は
何
か
を
学
び
、行
動
す
る

事
務
局
長

　
　関

　尚
士

　
開
発
途
上
国
に
暮
ら
す
障
害
者
が
利
用
可
能
な
書
籍
（
点
字
、
音
声
、

大
活
字
本
な
ど
）
は
非
常
に
限
ら
れ
、
毎
年
出
版
さ
れ
る
本
の
中
で
わ
ず

か
1
％
以
下
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
盲
人
連
合 （
W
B
U
）
は
こ

の
状
況
を「
本
の
飢
餓（
B
o
o
k 

F
a
m
i
n
e
）」と
名
付
け
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
で
現
地
の
図
書
館
、
出
版
社
、
書
店
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
が
、
障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
適
し
た
本
は
皆
無
で
し
た
。

エ
フ
ァ
は
、
視
覚
障
害
者
の
ほ
か

に
学
習
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神

障
害
の
方
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る

こ
と
が
国
際
的
に
広
く
認
め
ら
れ

て
い
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

D
A
I
S
Y
（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図

書
）
の
制
作
を
進
め
ま
す
。
将
来

的
に
は
、
現
地
の
人
た
ち
自
ら
が

教
材
を
制
作
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
考
え
、
教
材
開
発
の
中

期
計
画
を
描
い
て
い
き
ま
す
。

障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
材
開
発

　
海
外
で
普
及
展
開
を
開
始
し
始
め
た
、
障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
D
A
I
S
Y
開
発
。
そ
こ
で
得
ら
れ
る
知
見
や
技

術
を
生
か
し
て
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
た
ち
に
多
言
語

対
応
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ブ
ッ
ク
を
届
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
多
文
化
・
多
言
語
環
境
の
中
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
日

本
語
習
得
の
難
し
さ
に
加
え
、
親
子
の
間
で
の
母
語
継
承
が
大
き
な
壁
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
増
え
続
け
る
外
国
ル
ー
ツ
の
人
々
が
、
自
ら
の
権

利
を
享
受
し
、
社
会
的
な
責
任
を
果
た
し
、 

共
生
社
会
の
一
員
と
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
エ
フ
ァ
も
で
き
る
支
え
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
の
開
始

自
ら
声
を
上
げ
る
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
た
ち
、と
り
わ
け
障
害
が
あ
る

が
ゆ
え
に
取
り
残
さ
れ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
存
在
に
目
を
向
け
、彼
ら
が

自
ら
の
力
で
生
き
抜
く
術
を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
に
必
要
な
教
育
の
か

た
ち
、学
校
や
地
域
、家
族
の
あ
り
方
を
問
う
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
に
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用

し
、誰
に
と
っ
て
も
ア
ク
セ
シ
ブ
ル（
利
用
の
し
や
す
い
）な
図
書
や
教
材

を
開
発
し
て
い
く
の
が
目
標
で
す
。

2
0
2
3
年
12
月
中
旬
か
ら
今
年
最
後
と
な
る
活
動
現
場
を
訪
問
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。カ
ン
ボ
ジ
ア
の
放
課
後
ス
タ
デ
ィ
ク
ラ
ブ
、ラ
オ
ス
の
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
実
践
す
る
小
学
校
で
、障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
隔
た
り
な
く
学
び
、遊
ん
で
い
る
姿
が
瞼
の
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

学
校
に
通
う
こ
と
は
お
ろ
か
、家
か
ら
も
出
ら
れ
な
い
ま
ま
暮
ら
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
も
多
い
中
で
、健
常
児
と
一
緒
に
、変
わ
ら
ず
に
歌
い
、

跳
び
は
ね
て
、人
前
で
表
現
し
て
い
る
彼
ら
、彼
女
た
ち
の
姿
。一
人
ひ
と

り
障
害
は
異
な
り
、伴
う
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
の
で
す
が
、友
だ
ち
で
あ
っ
た

り
、先
生
で
あ
っ
た
り
、周
囲
の
人
々
の〝
意
識
”の
在
り
方
次
第
で
、そ
の

ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
り
、と
き
に
と
り
払
わ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
の
で
す
。

教
授
法
、教
材
教
具
、教
員
研
修
も
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
で
す
。私
た
ち
エ

フ
ァ
も
そ
の
一
助
と
な
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
、支
援

す
る
立
場
に
な
る
の
み
で
な
く
、活
動
先
の
先
生
、生
徒
た
ち
か
ら
も
真
に
包

摂
し
た
教
育
や
社
会
と
は
何
か
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。日
本
の
み
な
さ
ん

に
そ
の
よ
う
な
側
面
も
お
伝
え
し
て
い
け
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
可
能
性
と
創
造
性
を
発
揮
し
、「
自
分
も
の
が

た
り
」を
描
け
る
社
会
に
。

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
エ
フ
ァ
と
と
も
に
歩
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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アジア

ライブラリ
ま
ち
か
ど

カンボジア

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
麺
料
理
と
い
え
ば
、
米
粉
で
作
ら

れ
た
ビ
ー
フ
ン
で
あ
っ
さ
り
ス
ー
プ
の
「
ク
イ
テ
ィ

ウ
」、同
じ
米
麺
で
も
、も
っ
ち
り
仕
様
で
、香
草
や
香

辛
料
た
っ
ぷ
り
で
ク
セ
が
強
い
「
ノ
ン
バ
ン
チ
ョ
ッ

ク
」は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
つ
け
麺
も
あ
る

と
い
う
で
は
な
い
で
す
か
！

カ
ン
ポ
ッ
ト
州
の
名
物
だ
と
い
う
の
で
、
有
名
店

に
腰
を
下
ろ
し
て
待
つ
こ
と
5
分
。す
る
と
目
の
前

に
、
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
何
や
ら
手
を
動
か
し
て
い

る
男
性
が
（
写
真
左
）…
今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
光
景
で

す
が
久
々
に
見
た
気
が
す
る
。さ
て
問
題
で
す
、
彼
は

ど
ん
な
お
役
を
担
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

彼
は
何
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

あ
、つ
け
麺
は
最
高
な
お
味
で
し
た
！
　か
な
ら

ず
次
回
も
リ
ピ
ー
ト
し
ま
す
。

（
答
え
）お
箸
や
ス
プ
ー
ン
を
熱
湯
で
消
毒
、で

し
た
。

サバイディー
ラオ語で「こんにちは」

サバイディー！　ラオスのビエンチャンから参りました、チッタウォン フォンサワ
ンと申します。ミンと呼んでください。趣味は料理、野菜・鶏飼育、ジョギングです。

国費留学生として2015年に来日し、2016年に東京外国語大学・国際社会学部
に所属していました。大学では、日本人と共同に授業を受け、1年目はいろいろ大変
でしたが、友達や家族の応援でつらいことを乗り越えられ、大学を卒業することが
できました。そして、2022年に修士課程を修了して、日本の民間企業に勤めてまい
りました。

エファとのご縁があり、2023年の11月1日からエファのメンバーになりました。
海外プロジェクトコーディネーターを担当しています。まだ、1か月しか経っていま
せんが、日々楽しく仕事をしています。職場は家族のような雰囲気で、働きやすい
環境です。これから携わる事業が増えていくと思いますが、自分ができることであ
れば精いっぱい努めてまいります。

ラオスは自然が豊かな国であり、文化も人々の表情も緩やかです。ぜひ、ラオス
に訪れてみませんか？

Name :

Bir thpl ace :

チッタウォン フォンサワン さん
ラオス　ビエンチャン

Posi t ion : 海外プロジェクトコーディネーター

エファの
新しいスタッフを
紹介します
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ムペアック
クメール語で「仲間」

エファをご支援
いただいている方々を
ご紹介します。

エファジャパン顧問　イーデス・ハンソン
エファジャパン設立20年に寄せて

各
地
の
山
里
で
ド
ン
グ
リ
を
集

め
て
そ
の
苗
木
を
植
え
る
活
動
が

あ
り
ま
す
。荒
地
の
解
消
、水
源
の

涵
養
、多
様
な
生
き
物
た
ち
と
の
共

生
等
、参
加
者
の
願
い
は
色
々
。で

も
、木
々
が
互
い
に
手
を
携
え
豊
か

な
森
と
な
っ
て
い
く
日
々
を
思
う

だ
け
で
心
が
弾
み
ま
す
。

エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
の
活
動
も
全
く

同
じ
で
す
ね
。「
ア
ジ
ア
こ
ど
も
の
家
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、い
ま
行
わ
れ
て
い

る
生
活
の
安
全
の
確
保
と
か
、本
に
親

し
む
機
会
を
増
や
す
こ
と
な
ど
は
、小

さ
く
て
地
味
で
も
大
切
な
事
業
で
す
。

息
の
長
い
、そ
し
て
丁
寧
な
気
配
り
と

支
え
が
必
要
な
仕
事
で
す
。

「
希
望
」が
目
に
見
え
る
形
で
育
っ

て
く
る
と
周
り
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

意
識
を
変
え
て
い
き
ま
す
。後
回
し

に
な
り
が
ち
な
子
ど
も
た
ち
の
環
境

の
改
善
が
、大
人
た
ち
や
社
会
全
体

の
成
熟
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。幾
度

か
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
も
ご
一
緒
し

て
、そ
う
し
た
努
力
の
芽
吹
き
に
現

地
で
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
く

貴
重
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

専
門
的
な
知
識
や
技
術
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、私
な
り
に
こ
れ
か
ら

も
種
蒔
き
の
手
助
け
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。皆
様
も
ぜ
ひ
お
力
を

お
貸
し
下
さ
い
。

アジア

ライブラリ
ま
ち
か
ど

ラオス

ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
交
通
量
は
、
増
え
る
一
方
。反
し

て
道
路
環
境
の
改
善
・
拡
張
が
追
い
つ
か
な
い
の
で
、

交
通
事
故
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。車
で
移
動
し
て

い
る
と
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
確
率
で
遭
遇

す
る
の
で
緊
張
し
っ
ぱ
な
し
で
す
。今
回
も
2
日
連

続
で
3
件
の
事
故
に
出
く
わ
し
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
に
急
い
で
も
着
く
の
は
大
し
て
変
わ
ら

な
い
で
し
ょ
ー
に
」

「
だ
よ
、
そ
れ
で
事
故
起
こ
し
た
ら
痛
い
ば
か
り

か
、病
院
行
っ
て
、車
も
修
理
し
て
、大
金
失
う
だ
け

〜
」「

相
手
が
出
て
き
た
ら
止
ま
っ
て
譲
っ
て
や
れ
ば

す
む
話
な
の
に
ね
ぇ
」

「
メ
ン
レ
ー
オ（
ま
っ
た
く
だ
し
）」

車
中
同
乗
し
て
い
た
ラ
オ
ス
人
メ
ン
バ
ー
の
会

話
。寛

容
な
ラ
オ
ス
人
な
の
だ
か
ら
車
の
運
転
も
寛
容

に
、で
す
ね（
わ
が
身
振
り
返
り
つ
つ
）。

（
関
）

急
が
ば
回
れ
、止
ま
れ
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こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら

特 集

年次総会とエファシンポジウム2024のお知らせ

会　場
JICA地球ひろば　600号会議室
東京都新宿区市谷本村町10-5（JICA市ヶ谷ビル内）

日　時
2024年6月15日（土）

年次総会 13：00～14：30
エファシンポジウム2024「アクセシブルな社会へ」 15：00～16：30

【出版書籍情報】
https://store.voyager.co.jp/special/edod_accessible
「アクセシブルブック　はじめのいっぽ　～見る本、聞く本、触
る本～」
著者：宮田和樹　馬場千枝　萬谷ひとみ
出版社名 ボイジャー
出版年月 2024年4月予定
電子版：1,100円(税込・予定)　印刷版：1,980円(税込・予定)

2024年6月15日（土）に、年次総
会を開催します。また、総会の後に
はシンポジウムを行う予定です。
会員の皆さまには後日、お知らせ
をお送りさせていただきますが、ぜ
ひ日程を空けていただけると幸い
です。オンラインでもご参加いた
だけます。

シンポジウムは、読書バリアフリー
の下、このたび出版される、注目の
アクセシブルブックや電子書籍の可
能性を詳しく解説した「アクセシブ
ルブック　はじめのいっぽ　～見
る本、聞く本、触る本～」の執筆者
の皆さん、同書で取材を受けた皆さ
んをお招きしたトークイベントです。
エファの取り組みも掲載されます。
シンポジウムの後には、JICA地球
ひろば内のカフェにて出版記念
パーティーを開催します。17:00～
18:30、参加費は3,000円を予定
しています。

エファのウェブサイトにて最新の情報をお知らせしています。
どうぞご確認ください。 https://www.efa-japan.org/




